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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャーシと、
　可動体と、
　前記可動体を並進軸に沿って前記シャーシに対して案内する弾性懸架体と、
　前記可動体を前記並進軸に沿って駆動する電気アクチュエータとを備え、
　前記可動体は、中央のドーム型振動板と、前記ドーム型振動板を包囲し前記ドーム型振
動板に対して同心円状に配されたコーン型振動板とを有する振動板構造を有し、
　前記コーン型振動板は、内周縁を有する後部と、該後部よりも広く外周縁を有する前部
とを有し、
　前記ドーム型振動板は、外周リムが前記コーン型振動板の前記内周縁に固定されており
、
　前記弾性懸架部は、前記コーン型振動板の前記後部の前記内周縁において前記振動板構
造を前記シャーシに接続している第１の弾性要素と、前記コーン型振動板の前記前部の前
記外周縁において前記振動板構造を前記シャーシに接続している第２の弾性要素とを有し
、
　前記電気アクチュエータは、前記シャーシに固定されている固定部と、前記ドーム型振
動板に固定され前記ドーム型振動板によって包囲されている空間内に延在している並進可
能部とを有する
　ことを特徴とするスピーカ。
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【請求項２】
　請求項１に記載のスピーカにおいて、前記固定部は、永久磁石を備えている磁気ヨーク
を含んでおり、前記並進可能部は、ボイスコイルを備えているコイル支持体を含んでおり
、前記ボイスコイルは、前記磁気ヨークの空隙内に延在しており、前記可動体の前記並進
軸と一致しているコイル軸を有することを特徴とするスピーカ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の前記振動板構造において、請求項１または２に記載の前記ス
ピーカに使用するように構成かつ意図されていることを特徴とする振動板構造。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の前記スピーカを有すると共に、前記スピーカを収容するハウ
ジングを有することを特徴とするスピーカユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャーシと、可動体と、前記可動体を並進軸に沿って前記シャーシに対して
案内する弾性懸架体と、前記可動体を前記並進軸に沿って駆動する電気アクチュエータと
を備えるスピーカに関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記のような種類のスピーカは、一般的に知られており、例えば、国際特許出願第９６
／１４７２２号パンフレットは、前記のようなスピーカを開示している。この既知のスピ
ーカは、フレームと膜と電磁駆動ユニットとを有する。前記膜は、円錐体によって形成さ
れており、外周縁と内周縁とを有する。前記電磁駆動ユニットは固定部と可動部とを有す
る。前記固定部は永久磁石と磁気ヨークとを有し、前記フレームに固定されている。前記
可動部は、ボイスコイルと円筒状のコイル支持体とを含んでいる。自身の外周縁において
、前記膜は、可撓性懸架体によって前記フレームに接続されており、自身の内周縁におい
て、該膜は前記コイル支持体に付着しており、該コイル支持体は、スパイダによって前記
フレームに接続されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記既知のスピーカの円錐状の膜は、十分な剛性を得るために、ある高さを有している
。前記膜は、低周波数の再生に対してだけでなく、音声スペクトルの全体又は少なくとも
大部分に対してもピストンのように移動することができるように、ある最低限の剛性を有
さなければならない。
【０００４】
　この理由のため、薄型のスピーカ（shallow speaker）、即ち小さい高さを有している
スピーカが、ある用途において必要とされる場合、該スピーカの性能に関する問題が生じ
る。
【０００５】
　本発明の目的は、前記既知のスピーカを、該スピーカが、自身の音響性能を劣化させる
ことなく小さい高さを与えられることができるような態様で改善することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、シャーシと、可動体と、前記可動体を並進軸に沿って前記シャーシに対し
て案内する弾性懸架体と、前記可動体を前記並進軸に沿って駆動する電気アクチュエータ
とを備える本発明によるスピーカであって、前記可動体は、中央に位置されているドーム
型の振動板と、前記ドーム型の振動板に対して同心円状に配されている分散型のコーン型
の振動板とによって構成されている振動板構造を有し、前記コーン型の振動板は、後部と
該後部よりも広い前部とを有し、両方の振動板は、前記コーン型の振動板の前記後部の傍
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で互いに取付けられており、前記コーン型の振動板は、前記ドーム型の振動板を包囲して
おり、前記弾性懸架体は、前記振動板構造を、前記コーン型の振動板の後部の傍において
前記シャーシに接続している弾性要素と、前記振動板構造を、前記コーン型の振動板の前
部の傍において前記シャーシに接続している他の弾性要素とを有するスピーカによって、
達成される。
【０００７】
　従って、本発明によるスピーカは、外側に凸状（特にドーム型）の振動板と、該ドーム
型の振動板の回りに位置されているコーン型の振動板とによって構成されている振動板構
造を有する。
【０００８】
　これにより、比較的平らなスピーカ構成における中間及び高周波数の再生中の望んでい
ない崩壊（即ち屈曲波共鳴）を防止するのに十分な剛性を、前記可動体の前記振動板構造
に与えることが可能である。基本的には、これ自体はよく知られているコーン型の振動板
が、使用されることができる。同じ事が、ドーム型の振動板にも当てはまる。これ自体は
良く知られている堅いドーム型の振動板が、使用されることができる。前記のような振動
板は、例えば、米国特許第３，９２５，６２６号公報から知られている。本発明によるス
ピーカは、これ自体は知られている増幅器システムの通常の可聴周波変成器（audio tran
sformer）によって駆動されることができる。
【０００９】
　本発明によるスピーカの好適実施例は、前記電気アクチュエータが、前記シャーシ又は
該シャーシに固定されている固定要素に固定されている固定部を有し、前記ドーム型の振
動板に固定されている並進可能部を更に有する特徴的なフィーチャを持っている。このフ
ィーチャにより、前記電気アクチュエータの前記並進可能部は、前記ドーム型の振動板に
よって包囲されている空間内に延在している。
【００１０】
　前記米国特許第３，９２５，６２６号公報は、特に、ハイファイ音を得るために、従来
技術の通常のコーン型の振動板の代わりに、ドーム型の振動板を有する全周波数型スピー
カを開示していることに留意されたい。前記振動板の下側に固定されているのは、磁石シ
ステムのトップリング及びポールピースによって形成されている空隙内へと下方に延在し
ている形状であり、該磁石システム上にはボイスコイルが巻回されている。前記振動板と
前記形状とによって形成されている装置は、前記振動板とフレーム枠との両方に固定され
ている弾性懸架部と、前記形状と前記フレーム枠との両方に固定されている弾性支持体と
によって、前記フレーム枠から懸架されている。この既知のスピーカの不利な点は、該ス
ピーカの高さであり、該高さは、前記振動板の必要な進行を実現するように下方の前記弾
性支持体と前記トップリングとの間に十分な距離を設けるために、本質的である。既知の
装置とは対照的に、本発明によるスピーカは、前記コイル支持体に固定されている支持手
段を有さず、従って、上述の不利な点を有さない。
【００１１】
　本発明によるスピーカの実際の実施例において、前記コーン型の振動板の後部は、前記
ドーム型の振動板の外周リムが接続されている内周縁を含んでおり、これらの縁及びリム
は、接着剤のような接着物によって互いに接着されているのが好ましい。これに関連して
、前記弾性支持体の前記弾性要素の内周縁を前記コーン型の振動板の内周縁及び／又は前
記ドーム型の振動板の外周リムに接続することも好ましい。このことは、適切な接着物に
よって実現されることもできる。
【００１２】
　他の実際の実施例において、前記固定部は、永久磁石を備えている磁気ヨークを含んで
おり、前記並進可能部は、ボイスコイルを備えているコイル支持体を含んでおり、該ボイ
スコイルは、前記磁気ヨークの空隙内に延在しており、前記可動体の並進軸と一致してい
るコイル軸を有している。
【００１３】



(4) JP 4675895 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

　本発明によるスピーカは、ハイファイ、家庭、自動車、テレビジョン装置及びマルチメ
ディアシステムにおける音声再生に適しており、既に示したように、非常に小さい組込み
奥行きを有する用途に特に適していることに留意されたい。
【００１４】
　本発明は、本発明によるスピーカにおける使用のための振動板構造にも関する。詳細に
は、本発明による振動板構造は、該振動板構造が、中央のドーム型の振動板と、該ドーム
型の振動板に対して同心円状に配されたコーン型の振動板とから構成されている特長的な
フィーチャを有する。更なる記述は、請求項３を参照されたい。
【００１５】
　本発明は、更に、本発明によるスピーカを有し、該スピーカを収容するハウジングも有
するスピーカユニットにも関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　添付請求項に関して、前記請求項に規定されている特徴的なフィーチャの様々な組み合
わせが可能であることに留意されたい。
【００１７】
　本発明の上述の及び他の見地は、限定的ではない例として本明細書に記載される実施例
を参照して、明らかになり、説明される。
【００１８】
　図に示されている本発明による電気力学スピーカは、シャーシ２と可動体４と電磁アク
チュエータ６とを有する。本発明によるスピーカユニットを形成するために、前記スピー
カは、ハウジング内に収容されることができる。このため、シャーシ２は、このハウジン
グの壁における適切な開口内に固定されても良い。図１において、前記ハウジングは、破
線の壁部１によって模式的に示されている。
【００１９】
　可動体４は、中央のドーム型の振動板８と、ドーム型の振動板８に対して同心円状に配
されたコーン型の振動板１０とを有する三次元振動板構造を有している。ドーム型の振動
板８は、アルミニウムのような金属、強化プラスチック、圧縮された紙（pressed paper
）又は何らかの他の適切な材料から作られることができる。振動板８は十分な剛性を有し
ており、紙、プラスチック又は織物のような何らかの適切な材料のダストキャップ９によ
って覆われている中央開口８ａを備え得る。コーン型の振動板１０は、圧縮された紙、炭
素繊維、ポリグラス、アルミニウム又は何らかの他の適切な材料で作られることができる
。コーン型の振動板１０は、後部１０bと、後部１０bよりも広い前部１０fとを有する。
ドーム型の振動板８とコーン型の振動板１０とは、後部１０bにおいて相互に固定されて
いる。このため、コーン型の振動板１０は内周縁１０iを有しているのに対し、ドーム型
の振動板８は、対応する外周リム８oを有している。内周縁１０iと外周リム８oとは、内
周縁１０iと外周リム８oとが互いに固着するような円形断面を有しているのが好ましい。
内周縁１０iと外周リム８oとは、好ましくは、互いに接着されている。
【００２０】
　当該スピーカは、可動体４をシャーシ２から懸架し該可動体４を並進軸Ｔに沿って案内
するための弾性懸架体を更に有する。前記弾性懸架体は、第１弾性要素１２ａと、第２弾
性要素１２ｂとを含んでいる。第１弾性要素１２ａはリング様スパイダであり、該リング
様スパイダの内周縁１２ａiは、内周縁１０i及び／又は外周リム８oに取付けられ、外周
縁１２ａoは、シャーシ２に取付けられている。両方の取付けに、接着剤が使用されても
良い。スパイダ１２ａは、既知の可撓性の波形体であり、可動体４がシャーシ２に対する
明確な並進を実施することができることを保証する。
【００２１】
　第２弾性要素１２ｂは、これ自体は既知であるロール構造を有しており、例えば、湾曲
したゴム又は発泡環状片（foam annular strip）から形成されている。第２弾性要素１２
ｂは、自身の外周においてシャーシ２に、自身の内周において前記コーン型の振動板１０
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【００２２】
　アクチュエータ６は、本質的に２つの要素、即ちシャーシ２に固定されている固定アク
チュエータ部６ａと、可動体４に接続されている並進可能なアクチュエータ部６ｂとを有
する。一方のアクチュエータ部（この例においては、固定アクチュエータ部６ａ）は、永
久磁石１３（この例においては、環状形状であり、軸方向に極性を帯びている）を備えて
おり、他方のアクチュエータ部（この例においては、並進可能なアクチュエータ部６ｂ）
は、磁石コイル１４を備えている。永久磁石１３は、ネオジウム‐鉄‐ボロン合金から形
成されており、固定アクチュエータ部６ａの軟鉄部によって、空隙１６を規定する磁気ヨ
ーク１３ａを形成している。磁石コイル１４（円筒状コイルであって、ボイスコイルとも
称される）は、コイル支持体１４ａ上に位置されており、該コイル支持体１４ａは、この
例において、ドーム型の振動板８に固定されているスリーブである。リード線１７は、磁
石コイル１４を、シャーシ２に粘着されているコネクタ１８によって接続する。磁石コイ
ル１４に通電した場合、両方のアクチュエータ部６ａ、６ｂは、可動体４に対して、即ち
ドーム型の振動板８とコーン型の振動板１０とに対して並進軸Ｔに平行な駆動力を生じる
ように、空隙１６を超えて互いに磁気的に協動する。
【００２３】
　本発明は、示した実施例に限定されるものではないことに留意されたい。例えば、前記
ドーム型の振動板と、前記コーン型の振動板とは、一体化された組みあわせとして形成さ
れても良く、従って、単一の振動板構造を有する又は構成していても良い。更に、当該ス
ピーカユニットは、１つ以上のスピーカだけでなく、１つ以上のパッシブラジエータ又は
バスレフポートを有しても良い。更に、本発明によるスピーカは、一定の電力に限定され
るものではない。音響音声同調の目的のために、前記ドーム型の振動板は、穿孔及び／又
はコーティングを備えていても良い。同じ目的のために、前記ドーム型の振動板の前記外
周リムは、該ドーム型の振動板の後部である必要はなく、該後部に平行なリムであっても
良い。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明によるスピーカの実施例を、模式的な断面で示している。
【図２】分解図における図１のスピーカの斜視図である。
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